
＜事業実施実績＞
⑤その他

（調査研究等）

件数

1件

1件

1件

＜効果と成果＞

＜今後の展望＞

中間支援活動助成(基本)事業　実績報告

団体名 (特非)兵庫ＳＰＯ支援センター 代表者名
(職名） (氏名

シ メ イ

）

代表理事 李　貫一

事業名 働いている人、遠隔地の人等多様な人のためのＮＰＯ等支援窓口 －淡路島の中間支援－

①相談業務
延べ回数/団体数

②ﾈｯﾄﾜｰｸの構築 ③人材育成
④書類作成指導

・情報提供 （講座開設等）

件数 延べ参加人数/回数 件数

R６実績 23回/16件 15件 58人/3回 8件

には文部科学省から「これからの図書館像－地域を支える情報拠点をめざして」のなかで、

R７計画 35回/20件 15件 60人/3回 10件

R７実績 26回/14件 5件 47人/3回 7件

相談の25％が休日相談でニーズがあり、出張相談の7件と合わせて、機動的に対応できました。

相談拠点としては、当法人事務所、洲本商工会議所、図書館があり、図書館での相談もありま

した。今期、相談を通じて、起業1件、助成金獲得1件にもつなぐことができました。

その他運営相談にも対応できました。

電子図書館が言われだしたころから、「場としての図書館」としての機能が見直され、2006年

いわば機動力を優先して対応してくる中で、さらなる機動性として、ＺＯＯＭでの相談を

「住民の読書を支援するだけでなく地域の課題解決に必要な資料を提供し・・・」と記され、

2022年に策定された「第2次淡路市立図書館基本計画」のなかで、「市民協働による図書館運営」

が求められました。計画1年後に移転オープンした淡路市立津名図書館の設計では、ロビーを広

く作り、交流やセミナーが開催され、カフェや相談ができるスペースもつくられました。

今回、その計画の進捗状況を確認しました。

図書館には高齢者だけでなく母子の親子の姿も増え、図書館職員からのヒアリングによると、

図書館利用を巡りクレームや対立はないように思います。

市民の図書館に関する認識の変化も感じます。今後もご指摘の点を注意深く見ていきます。

当事業の姿勢として、淡路島という電車がなく移動が車しかない交通環境から、出張相談を

積極的に行ってきました。他に仕事を持ちながらＮＰＯ等の活動に従事している人も多く、

休日の相談にも対応してきました。

意識的に取り入れていくことで、機動性を高め、相談件数も増えるのではないかと考えています。

一方、これまで洲本商工会議所との連携のなかで相談につながるのではないかとの想定もあり、

同事務所での相談も入れていましたが、とくに有効性がなく安価ながらも費用が発生することから、



＜収支決算書＞
（収入）

（支出）

中間支援活動助成金 ５００,０００

相談場所から外しました。

中間支援の目的である地域課題解決のプラットフォームとして図書館の有効性は増してきている

ように思います。レファレンス機能を持つ図書館は、図書館職員の意識改革によって、今地域で

起きている課題を感じ取り、それを問題解決の資料や関係機関につなげることができる能力があり

ます。当事業の柱の一つである「人材育成」に図書館職員を対象とした取り組みを進めたいと考え

ています。

項　　　目 金　額（円)

自己負担等 １７,９６８

合　計 ５１７,９６８

区分 項　　　目 金　額（円)

直
　
接
　
経
　
費

人件費 ２５４,６１０ ２５４,６１０

謝金 ８０,０００ ８０,０００

車両費

小　計 ４７１,０３５ ４７１,０３５

左のうち

助成対象金額
（円）

５,４９８ ５,４９８

その他（旅費交通費等） １３０,９２７ １３０,９２７

間接経費（一般管理費） ４６,９３３ ２８,９６５

合　計 ５１７,９６８ ５００,０００


